
 

 

第３ 成人保健事業 

健康増進法第17条に基づく事業を実施している。 

 

１ 健康手帳の交付 

市民が各種検診（健診）の受診に関する記録や、健康の保持のために必要な事項を記載し、自

らの健康管理と適切な医療に役立てるための健康手帳は、市ホームページからダウンロードでき

る。 

  

２ 健康教育 

生活習慣病の予防やその他健康に関する正しい知識の普及を図り、「自らの健康は自ら守る」

という認識と自覚を高め、健康の保持増進を図るための健康教育を行っている。 

新型コロナウイルス感染症の影響によりイオンモールウォーキングは実施せず。 

 

(1) 実施状況                           （単位:回・人） 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数 

一般 20 1,165 3 78 15 169 

（再掲）イオンモールウォーキング 11 868 － － － － 

歯周疾患 1 55 － － － － 

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ） 55 943 － － － － 

ロコモティブシンドローム 41 918 － － － － 

病態別 － － － － － － 

計 117 3,081 3 78 15 169 

 

(2) 健康講座 

市政だより、チラシ等で参加者を公募し、生活習慣病予防等に関する健康講座を開催している。 

新型コロナウイルス感染症の影響により実施せず。 

 

３ 健康相談 

予約制で心身の健康に関する相談に応じ、必要な助言及び指導を行う。 

 

(1) 対象 

市内に在住の方 

 

(2) 場所・日時 

   岡崎げんき館・平日９時～16時 

 

(3) 従事者 

保健師、管理栄養士、歯科衛生士 



 

 

(4) 実施状況 

相談内容の内訳（重複あり）                    （単位:人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 健康診査 

高齢者の医療の確保に関する法律の施行により、医療保険者には、40歳以上の加入者に対し内

臓脂肪型肥満に着目した健診（特定健康診査）の実施が義務付けられている。これに該当しない

健康増進法施行規則第４条の２第５号に規定される生活保護受給者等に対し、特定健康診査と同

等の生活習慣病の予防に着目した健康診査を行っている。 

 

(1) 内容 

ア 基本的な健診項目 

  既往歴の調査（服薬歴及び喫煙習慣の状況に係る調査を含む）、自覚症状及び他覚症状の検

差、身体計測（身長・体重・腹囲・BMI）、血圧（収縮期血圧・拡張期血圧）、血中資質検査

（中性脂肪・ＨＤＬ－コレステロール・ＬＤＬ－コレステロール）、肝機能検査（ＧＯＴ・Ｇ

ＰＴ・γ－ＧＴＰ）、血糖検査（空腹時血糖・ヘモグロビンＡｌｃ）、尿検査（糖・蛋白） 

 

イ 詳細な健診項目 

貧血検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値）、心電図検査、眼底検査、 

  血清クレアチニン 

 

ウ 市独自の追加項目 

血清クレアチニン（詳細項目に該当しない者）、アルブミン、尿酸 

 

(2) 対象及び実施体制 

医療保険適用除外者(生活保護受給者及び中国残留邦人支援給付受給者)を対象に無料で実施 

   

ア 集団健診：市内在住の令和４年３月31日現在、40～64歳の者 

 

  イ 個別健診：市内在住の令和４年３月31日現在、65歳以上の者 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 
Ｒ３年度 

39歳以下 40～64歳 65歳以上 

重 
点 
健 
康 
相 
談 

高血圧 2 1 － － － 

脂質異常症 2 1 － － － 

糖尿病 1 － － － － 

歯周疾患 － － － － － 

骨粗鬆症 － － － － － 

女性の健康 1 － － － － 

病態別 － － － － － 

その他の歯科 1 1 － － － 

総合健康相談 3 1 － 1 － 

健診結果説明 － 1 － － － 

禁煙相談 － － － － － 

その他 － － － － － 

計 10 5 － 1 － 



 

 

 

(3) 期間及び場所 

 期間 場所 

集 
団 
健 
診 

市内巡回型 ６月25日～10月25日 
岡崎市医師会公衆衛生センター、 

市民センター等市内 12 会場 

健診センター型 ６月12日～２月28日 岡崎市医師会はるさき健診センター 

個別健診 
９月１日～１月31日(休診日を除く) 

※眼科検査のみ３月15日まで実施 
市内協力医療機関 

 

(4) 受診状況 

体制別年次推移                           （単位：人・％） 

 
集団健診 個別健診 計 

対象者数 
受診者数 
(受診率) 

対象者数 
受診者数 
(受診率) 

対象者数 
受診者数 
(受診率) 

Ｒ１年度 615 64(10.4) 963 333(34.8) 1,578 397(25.2) 

Ｒ２年度 613 60(9.8) 975 338(34.7) 1,588 398(25.1) 

Ｒ３年度 706 56(7.9) 1,018 337(33.1) 1,724 393(22.8) 

 

(5)  生活保護受給者の健康管理支援 

   地域福祉課が行う被保護者健康管理支援事業のうち、事前協議した取組方策を実施する。 

ア 健診受診勧奨 

健康増進課が実施する健康診査および医療機関の受診が過去に一度もない40～64歳の者につ

いて、健康診査個別通知を担当ケースワーカーにより手渡しすることで、健診受診勧奨を実施。 

 

イ 医療機関受診勧奨 

  健康診査の受診結果を地域福祉課へ提供することで、健診結果が「要医療」となった者への

医療機関受診勧奨につなげる。                       

 

５ 訪問指導 

(1) 対象 

おおむね40～64歳までの療養上の保健指導が必要であると認められる者及びその家族等 

  

 (2) 実施状況 

   被指導実人数 ０件 



 

 

６ がん等検診 

健康増進法第19条の２に基づく健康増進事業等の各種健診・検診を実施している。 

 

(1) 各種健診・検診 

ア 体制及び自己負担金額 

 

   体制 

対象年齢 

集団･ｾﾝﾀｰ

型 
人間ドック型 ﾐﾆﾄﾞｯｸ型 

個別 

医療機関型 

特定健診   

同時実施型 

胃がん検診 

(胃部Ｘ線検査） 

40～69 歳 1,500 円 
国保・後期 
40 歳～64 歳： 

14,000 円 
65 歳以上： 

9,300 円 
集合契約に属
する医療保険
被扶養者 
40 歳以上： 

12,000 円 

 
国保・後期 
40 歳～64 歳: 

14,000 円 
65 歳以上： 

9,300 円 

 
  

70 歳以上 500 円    

胃がん検診 

（胃内視鏡検査） 

50～69 歳 中止 中止  

70 歳以上 中止 中止  

肺がん検診 

(胸部Ｘ線･喀痰細胞診） 

40～69 歳 800 円     

70 歳以上 300 円     

大腸がん検診 

(便潜血二回法) 

40～69 歳 500 円   500 円 

70 歳以上 無料   無料 

ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ法+ﾋﾟﾛﾘ

抗体検査（単独受診可） 
40 歳のみ 1,000 円       

子宮頚がん検診 

（子宮頸部細胞診/隔年受診） 

20～69 歳 1,300 円   2,300 円   

70 歳以上 500 円   800 円   

ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ検査 

(単独受診不可) 
20～49 歳 1,500 円   1,500 円   

乳がん検診 

（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ一方向・40～49

歳二方向/隔年受診） 

40～69 歳 1,500 円 
1,500 円 

(視触診含む) 
      

70 歳以上 500 円 
500 円 

(視触診含む) 
      

骨粗しょう症検診
（踵部超音波検査また

は DEXA 法/隔年受診） 

20～69 歳 500 円 女性のみ基本         

セットに含む 

      

70 歳以上 無料       

前立腺がん検診 

（PSA 検査） 
65 歳のみ 1,000 円 

40 歳以上の男

性のみ基本        

セットに含む 

1,000 円   
個別のみ

1,500 円 

肝炎ｳｲﾙｽ検査 

(HBs抗原検査・HCV抗体検査) 

40歳及び 
41歳以上でH14
以降に受診歴の
ない者 

無料   無料 

※胃がん検診（胃内視鏡検査）は、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止。 

※肺がん検診では、問診の結果、50歳以上で喫煙指数600以上の者に喀痰細胞診を実施。 

※子宮頸がん検診（個別医療機関型）の際に子宮体がん検診を同時実施した場合の自己負担金額 

 は、3,200円。 

※肝炎ウイルス検診は、HCV抗体検査の結果により、HCV核酸増幅検査を実施。 

※市民税非課税世帯・生活保護受給者・中国残留邦人等支援給付受給者は自己負担免除。人間ド

ック型・ミニドック型・ＨＰＶ検査・ペプシノゲン法＋ピロリ抗体検査は、自己負担金免除な

し。 

※子宮頸がん検診、乳がん検診については、国の「新たなステージに入ったがん検診の総合支援

事業」の「子宮頸がん及び乳がん検診のクーポン券等配布」を活用し、無料クーポン券を利用

した受診促進を行っている。無料クーポン券対象者は、全ての体制で該当の検診が無料。 



 

 

イ 期間及び場所     

 期間 場所 

人間ドック型 ４月～３月 宇野病院、岡崎市医師会はるさき健診センター、冨田病院 

ミニドック型 ６月～２月 岡崎市医師会公衆衛生センター 

集団型 
６月～３月 

市民センター等市内７会場（岡崎市医師会集団検診車） 

センター型 宇野病院、岡崎市医師会はるさき健診センター、冨田病院 

個別医療機関型 ６月～２月 岡崎市医師会協力医療機関 

特定健診 
同時実施型 

４ 健康診査 （3）期間及び場所と同じ 

  ※集団型、センター型：新型コロナウイルス感染症の影響により期間延長した 

 

ウ 人間ドック型・ミニドック型 

市民のニーズの高い人間ドック型健診として、医療保険者が実施する特定健康診査受診時に、

がんの早期発見・早期治療推進のためのがん検診や詳細な検査項目を受診できる体制を整備し、

市民サービスの向上を図っている。 

 

(ｱ) 内容 

 人間ドック型 ミニドック型 

基本項目 

胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、前立腺が
ん検診(男性のみ)、骨密度測定(女性のみ)、眼科検
査、聴力検査、肺機能検査、尿検査、貧血検査、生
化学的検査、免疫学的検査、血液学的検査、腹部超
音波検査、心電図検査、眼底検査 

胃がん検診、肺が
ん検診、大腸がん
検診、腹部超音波
検査 
 

必要者のみ 肝炎ウイルス検診、喀痰検査 

オプション項目 

（各検診の対象者に準ずる） 

子宮がん検診、乳がん検診、ヒトパピローマウイル
ス（ＨＰＶ）検査、ペプシノゲン法＋ピロリ抗体検
査 

ペプシノゲン法＋
ピロリ抗体検査、
前立腺がん検診 

 

(ｲ) 医療保険区分別受診状況                        （単位：人） 

 国保加入者 後期高齢者 集合契約 計 

Ｒ１年度 12,434 3,071 1,315 16,820 

Ｒ２年度 10,800 2,943 1,155 14,898 

Ｒ３年度 11,645 3,334 1,194 16,173 

 



 

 

(2) 検診受診状況 

  ア 胃がん 

(ｱ) 主要指標の年次推移             （単位：人） 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

対象者 95,704 99,168 100,584 

受診者数 18,169 14,803 16,428 

受診率（％） 19.0 14.9 16.3 

要精密検査者 1,103 901 1,053 

要精密検査率（％） 6.1 6.1 6.4 

精密検査受診者数 761 630 642 

精密検査受診率（％） 69.0 69.9 61.0 

陽性反応適中度（％） 1.4 1.1 1.8 

がんであった者 15 10 19 

がん発見率（％） 0.08 0.07 0.12 

※各年度、翌年４月末時点の数値 

 

(ｲ)  体制別年次推移                            （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 ミニドック型 個別検診 計 

Ｒ１年度 1,816 4,947 10,380 891 135 18,169 

Ｒ２年度 1,379 3,493 9,140 791 - 14,803 

Ｒ３年度 1,720 4,268 9,625 815 - 16,428 

 

(ｳ)  ペプシノゲン法＋ピロリ抗体検査体制別年次推移            （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 ミニドック型 個別検診 計 

Ｒ１年度 

対象者 81 457 104 10 1 653 

受検者 70 414 63 4 － 551 

受検率（％） 86.4 90.6 60.6 40.0 － 84.4 

Ｒ２年度 

対象者 80 382 63 4 － 529 

受検者 68 348 18 1 － 435 

受検率（％） 85.0 91.1 28.6 25.0 － 82.2 

Ｒ３年度 

対象者 106 409 78 4 － 597 

受検者 89 389 34 3 － 515 

受検率（％） 84.0 95.1 43.6 75.0 － 86.3 

※人間ドック型は胃内視鏡検査受診者を含む 

 

(ｴ) 精密検査結果（令和４年４月末現在）                （単位：人） 

                             

受診者数 
要精密

検査者 

結   果 

異常 

認めず 

がんで 

あった者 

がん以外の疾患 

であった者 
未受診 未把握 

男 7,509 660 37 19 338 － 266 

女 8,919 393 24 0 224 － 145 

計 16,428 1,053 61 19 562 － 411 

   



 

 

イ 肺がん検診 

(ｱ)  主要指標の年次推移           （単位：人） 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

対象者 95,704 99,168 100,584 

受診者数 23,508 19,918 22,257 

受診率（％） 24.6 20.1 22.1 

要精密検査者 451 449 447 

要精密検査率（％） 1.9 2.3 2.0 

精密検査受診者数 327 339 333 

精密検査受診率（％） 72.5 75.5 74.5 

陽性反応適中度（％） 0.4 0.9 1.1 

がんであった者 2 4 5 

がん発見率（％） 0.01 0.02 0.02 

※各年度、翌年４月末時点の数値 

 

(ｲ)  体制別年次推移                        （単位：人） 

年度 集団検診 センター検診 人間ドック型 ミニドック型 計 

Ｒ１年度 1,764 5,042 15,631 1,071 23,508 

Ｒ２年度 1,325 3,816 13,806 971 19,918 

Ｒ３年度 1,607 4,608 15,038 1,004 22,257 

 

(ｳ)  精密検査結果（令和４年４月末現在）                （単位：人）                          

 受診者数 
要精密 
検査者 

結  果 再掲 

異常 
認めず 

がんで 
あった者 

がん以外の疾患 
であった者 

未受診 未把握 
喀痰細胞診 
受診者数 

要精密 
検査者 

男 10,184 240 56 3 110 － 71 194 － 

女 12,073 207 38 2 124 － 43 9 － 

計 22,257 447 94 5 234 － 114 203 － 

 

ウ 大腸がん 

(ｱ)  主要指標の年次推移              （単位：人） 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

対象者 95,704 99,168 100,584 

受診者数 42,353 38,485 40,482 

受診率（％） 44.3 38.8 40.2 

要精密検査者 2,676 2,688 2,587 

要精密検査率（％） 6.3 7.0 6.4 

精密検査受診者数 1,471 1,671 1,314 

精密検査受診率（％） 55.0 62.2 50.8 

陽性反応適中度（％） 1.7 2.3 1.8 

がんであった者 45 61 47 

がん発見率（％） 0.11 0.16 0.12 

※各年度、翌年４月末時点の数値 

 



 

 

(ｲ)  体制別年次推移                          （単位：人） 

区分 

年度 
集団検診 

センター
検診 

集団(特定) 
検診 

人間 
ドック型 

ミニ 
ドック型 

個別(特定) 
検診 

計 

Ｒ１年度 1,061 4,514 393 15,556 1,067 19,762 42,353 

Ｒ２年度 843 3,395 381 13,771 966 19,129 38,485 

Ｒ３年度 1,052 3,942 400 14,944 1,007 19,137 40,482 

 

(ｳ) 精密検査結果（令和４年４月末現在）                （単位：人） 

 受診者数 
要精密 
検査者 

結  果 

異常 
認めず 

がんで 
あった者 

がん以外の疾患で
あった者 

未受診 未把握 

男 17,039 1,326 224 28 424 － 650 

女 23,443 1,261 260 19 359 － 623 

計 40,482 2,587 484 47 783 － 1,273 

 

エ 子宮がん 

(ｱ) 主要指標の年次推移                         （単位：人） 

 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

対象者 78,817 79,197 74,904 76,175 76,734 

受診者数 9,225 9,344 9,179 7,566 8,516 

受診率（％） 11.7 11.8 12.3 9.9 11.1 

要精密検査者 209 266 251 198 249 

要精密検査率（％） 2.3 2.8 2.7 2.6 2.9 

精密検査受診者数 123 101 119 114 122 

精密検査受診率（％） 58.9 38.0 47.4 57.6 49.0 

陽性反応適中度

（％） 

上段：子宮頸がん 

下段：子宮体がん 

－ 

－ 

0.3 

－ 

－ 

－ 

0.5 

0.5 

0.8 

－ 

がんであった者 
上段：子宮頸がん 

下段：子宮体がん 

－ 

－ 

1 

－ 

－ 

－ 

1 

1 

2 

－ 

がん発見率

（％） 

上段：子宮頸がん 

下段：子宮体がん 

－ 

－ 

0.01 

－ 

－ 

－ 

0.01 

0.01 

0.02 

－ 

無料クーポン券

（再掲） 

対象者 1,895 1,928 2,005 1,930 1,991 

受診者数 103 123 129 92 137 

受診率（％） 5.4 6.4 6.4 4.8 6.9 

※各年度、翌年４月末時点の数値 

 

 



 

 

(ｲ)  体制別年次推移                          （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 個別検診 計 

Ｈ29年度 
1,224 

(12) 

3,458 

(42) 

2,282 

(－) 

2,261 

(49) 

9,225 

(103) 

Ｈ30年度 
1,215 

(17) 

3,603 

(42) 

2,371 

(－) 

2,155 

(64) 

9,344 

(123) 

Ｒ１年度 
1,106 

(16) 

3,688 

(45) 

2,202 

(－) 

2,183 

(68) 

9,179 

(129) 

Ｒ２年度 
768 

  (13) 

2,930 

(30) 

1,803 

(－) 

2,065 

(49) 

7,566 

(92) 

Ｒ３年度 
1,159 

  (23) 

3,007 

(31) 

2,166 

(－) 

2,184 

(83) 

8,516 

(137) 

※( )内は、無料クーポン券事業による受診者数を再掲 

 

(ｳ)  精密検査結果                            （単位：人） 

受診者数 
要精密

検査者 
結果（結果不明者を除く） 

（ ）は体部受診掲載 異常認めず 
がんで 

あった者 

がん以外の疾患

であった者 
未受診 未把握 

8,516(79) 249(1) 50 2 14 0 183 

※令和４年４月末時点 

 

(ｴ)  ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）検査体制別年次推移        （―単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 個別検診 計 

Ｈ29年度 

対象者 730 1,849 335 1,657 4,571 

受検者 178 937 87 1,449 2,651 

受検率

（％） 
24.4 50.7 26.0 87.4 58.0 

Ｈ30年度 

対象者 680 1,901 391 1,554 4,526 

受検者 162 1,076 75 1,352 2,665 

受検率

（％） 
23.8 56.6 19.2 87.0 58.9 

Ｒ１年度 

対象者 611 1,944 314 1,536 4,405 

受検者 112 992 69 1,324 2,497 

受検率

（％） 
18.3 51.0 22.0 86.2 56.7 

Ｒ２年度 

対象者 450 1,452 228 1,425 3,555 

受検者 87 825 37 1,207 2,156 

受検率

（％） 
19.3 56.8 16.2 84.7 60.6 

Ｒ３年度 

対象者 621 1,430 305 1,484 3,840 

受検者 127 733 50 1,246 2,156 

受検率

（％） 
20.5 51.3 16.4 84.0 56.1 

※対象者は、子宮がん検診受診者のうちＨＰＶ検査対象の者 



 

 

オ 乳がん 

(ｱ)  主要指標の年次推移                        （単位：人） 

 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

対象者 61,766 62,212 59,801 61,623 62,418 

受診者数 7,619 7,852 7,671 6,080 7,361 

受診率（％） 12.3 12.6   12.8 9.9 11.8 

要精密検査者 882 813 711 433 505 

要精密検査率（％） 11.6 10.4 9.3 7.1 6.9 

精密検査受診者数 679 312 548 367 360 

精密検査受診率（％） 77.0 38.4 77.1 84.8 71.3 

陽性反応適中度（％） 1.7 2.6 3.2 2.8 6.3 

がんであった者 15 21 23 12 32 

がん発見率（％） 0.20 0.27 0.30 0.20 0.43 

無料クーポ

ン券（再

掲） 

対象者 2,667 2,723 2,656 2,587 2,499 

受診者数 535 535 517 285  396 

受診率（％） 20.1 19.6 19.5 11.0 15.8 

※各年度、翌年４月末時点の数値 

※平成29年度は受診者数に男性１名を含む 

 

(ｲ)  体制別年次推移                              （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 計 

Ｈ29年度 
1,329 
(128) 

3,494 
(358) 

2,796 
(49) 

7,619 
(535) 

Ｈ30年度 
1,327 
(119) 

3,711 
(366) 

2,814 
(50) 

7,852 
(535) 

Ｒ１年度 
1,181 
(105) 

3,749 
(361) 

2,741 
(52) 

7,671 
(518) 

Ｒ２年度 
796 

(57) 
2,945 
(194) 

2,339 
(34) 

6,080 
(285) 

Ｒ３年度 
1,275 
(99) 

3,391 
(269) 

2,695 
(28) 

7,361 
(396) 

※( )内は、無料クーポン券事業による受診者数を再掲 

     ※平成29年度は男性１名を含む 

 

(ｳ)  精密検査結果（令和４年４月末現在）                （単位：人） 

 

 

 

 

 

カ 前立腺がん検診受診状況 

(ｱ)  体制別年次推移                            （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 ミニドック型 個別(特定)検診 計 

Ｒ１年度 9 49 7,719 7 101 7,885 

Ｒ２年度 9 43 6,729 7 114 6,902 

Ｒ３年度 16 52 7,279 7 125 7,479 

 

受診者数 
要精密 

検査者 

結   果 

異常 

認めず 

がんで 

あった者 

がん以外の疾患 

で あ っ た 者 
未受診 未把握 

7,361 505 124 32 204 － 145 



 

 

(ｲ)  精密検査結果（令和４年４月末現在）               （単位：人） 

受診者数 
要精密 
検査者 

結   果 

異常 
認めず 

がんで 
あった者 

がん以外の疾患 
で あ っ た 者 

未受診 未把握 

7,479 747 59 22 310 － 356 

 

キ 骨粗しょう症 

(ｱ)  体制別年次推移                     （単位：人） 

 集団検診 センター検診 人間ドック型 計 

Ｈ29年度 1,402 3,091 7,930 12,423 

Ｈ30年度 1,333 3,212 8,387 12,932 

Ｒ１年度 1,096 3,232 8,251 12,579 

Ｒ２年度 796 2,661 7,240 10,697 

Ｒ３年度 1,045 2,850 7,931 11,826 

 

(ｲ)  検診結果                        （単位：人）  

                 

受診者数 

結   果 

異常なし 要指導 要観察 要再検 要精検 治療中 

11,826 4,594 1 4,262 － 1,522 1,447 

   

ク 肝炎ウイルス 

   (ｱ)  体制別年次推移                      （単位：人） 

  
Ｂ型 Ｃ型 

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

集団検診 177 157 210 178 157 210 

センター検診 1,497 1,093 1,014 1,502 1,093 1,016 

集団(特定）検診 253 244 285 252 243 279 

定点(特定）検診   284   283 

人間ドック 878 720 906 880 726 917 

ミニドック 65 73 72 65 73 74 

個別(特定)検診 1,089 1,104 1,228 1,088 1,105 1,230 

計 3,959 3,391 3,999 3,965 3,397 4,009 

 

   



 

 

   (ｲ)  年齢階級別検診結果                              （単位：人） 

  
受診者数 

Ｂ型肝炎 

ウイルス 
Ｃ型肝炎ウイルス 

Ｂ型 Ｃ型 陽性 陰性 高力価 

中・低力価 中・低力価 

陰性 HCV 核酸増幅

検査陽性 

HCV 核酸増幅

検査陰性 

40 歳 525 528 1  524 －  1 － 527 

41～49 歳 699 699 － 699 1  － 2 696 

50～59 歳 490 490 3 487 － － － 489 

60～69 歳 1,262 1,264 3 1,259 － －  －  1,264 

70 歳以上 1,023 1,028 7 1,016 2  1 7 1,018 

計 3,999 4,009 14 3,985 3  2  9 3,994 

 ※Ｃ型肝炎ウイルス検診の受診者のうち１名は、判定不詳 

 

  ケ 脳ドック 

脳血管疾患や脳の疾患の早期発見と予防を目的とした、脳ドック検診を実施している。 

 

(ｱ) 対象    

市内在住の40歳以上の者で、前年度に市が実施する脳ドック検診の受診歴がない者 

(ｲ) 内容及び自己負担金額 

内容：問診、血圧、頭部ＭＲＩ（断層撮影）、頭部ＭＲＡ（脳動脈撮影） 

自己負担金額：16,000円 

(ｳ) 期間及び場所    

４月～３月（宇野病院、岡崎市医師会はるさき健診センター、冨田病院、北斗病院、ワ

シミ整形外科） 

 

 (ｴ)  募集人数・受診状況                      （単位：人） 

 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

募集人数 1,020 1,020 1,000 

受診者数 1,005 594 891 

 

(ｵ) 年齢階級別受診者数及び結果                   （単位：人） 

 受診者数 

結果 

判定１ 

（異常なし） 

判定２ 

（放置可） 

判定３ 

（所見あり） 

判定４ 

（経過観察） 

判定５ 

（要精検） 

40～49歳 186 130 39 4 8 5 

50～59歳 197 89 71 11 16 10 

60～69歳 260 54 126 25 36 19 

70～79歳 214 17 96 45 44 12 

80歳以上 34 1 18 6 6 3 

計 891 291 350 91 110 49 

 



 

 

コ 肺ドック 

肺がん等の早期発見と早期治療のために、肺ドック検診を実施する。 

 

(ｱ) 対象  

市内在住の40歳以上の者。ヘビースモーカー（多量にたばこを吸う者）、咳や痰が繰り

返し出る、家系に肺がん既往者がある、肺の病気が不安な方推奨。 

 

 (ｲ) 内容及び自己負担金額 

内容：問診、喀痰細胞診検査（３日法）、胸部エックス線直接撮影、胸部ヘリカルＣＴ

撮影  

自己負担金額：10,500円 

   

(ｳ) 期間及び場所  

11月～２月（岡崎市医師会はるさき健診センター） 

 

(ｴ)  募集人数・受診状況          （単位：人） 

区分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

募集人数 30 30 30 

受診者数 24 22 20 

    

(ｵ) 年齢階級別受診者数及び結果                  （単位：人） 

受診者数 

結 果 

判定１ 

（異常なし） 

判定２ 

（放置可） 

判定３ 

（経過観察） 

判定４ 

（要精検） 

20 2 4 14 －  

 

(3)  フォローアップ事業 

  ア 肝炎ウイルス陽性者 

肝炎による健康障害の回避、症状の軽減又は進行の遅延を図ることを目的に、肝炎ウイルス

検診結果陽性者等に対し、肝炎ウイルス感染の状況を認識させ、必要に応じて保健指導等を行

い、適切な医療機関の受診につなげている。 

本事業は厚生労働省肝炎等克服政策研究事業「職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検率向上

と陽性者の効率的なフォローアップシステムの開発・実用化に向けた研究」に情報提供等を行

い結果分析している。 

また、平成27年度から「ウイルス性肝炎患者等の重症化予防推進事業の実施について（平成

26年３月31日健肝発0331第１号厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室長通知）」に基づ

く、愛知県ウイルス性肝炎患者等重症化予防推進事業の「検査費用助成事業」を利用した精密

検査受診をすすめている。 

 

(ｱ) 対象 

岡崎市に住所を有し、平成20年度から令和３年度までに肝炎ウイルス検診を受診したもの

のうち、下記の①②に該当する者 

① ＨＢｓ抗原検査において「陽性」と判定されたもの（以下「Ｂ型」） 



 

 

② Ｃ型肝炎ウイルス検査において「現在、Ｃ型肝炎ウイルスに感染している可能性が高

い」と判定された者（以下「Ｃ型」） 

 

(ｲ) 内容 

年１回、調査票を送付し、医療機関受診状況・服薬状況等を把握する。令和３年度受診者

については、医療機関受診を勧奨するとともに、事業について案内し、次年度以降の継続支

援につなげている。 

 

(ｳ) 支援状況                    （単位：人） 

 対象者数 
調査票 
回答者数 

調査票回答者数のうち、

医療機関受診者数 

Ｂ型 378（14） 111（－） 98（－） 

Ｃ型 212（5） 39（－） 36（－） 

Ｂ型＋Ｃ型 5（－） 1（－） 7（－） 

※（ ）内は令和３年度受診者を再掲。 

 

イ がん検診要精密検査者 

(ｱ) 対象 

令和２年度、令和３年度に胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診を受診し

た者のうち、要精密検査と判定された者（ただし、子宮頸がん個別検診受診者は除く。） 

 

(ｲ) 内容 

 対象者 方法 実施 

検診結果報告及
び初回受診勧奨 

要精密検査者（子宮頸がん個
別検診受診者は除く） 

検診受診後約３週間頃に、郵送で
検診結果を通知し、精密検査受診
を勧奨する。 

岡崎市医師

会委託 

再勧奨 

初回受診勧奨後、精密検査受
診が確認できない者のうち、
40歳から69歳までの者（子宮
頸がん個別検診受診者・大腸
がん個別（特定）検診受診者
は除く） 

検診受診後約２か月時点で、郵送
で精密検査受診を勧奨する。 

健康増進課

保健師 

再々勧奨 
再勧奨後、精密検査受診結果
が確認できない者（子宮頸が
ん個別検診受診者は除く） 

検診受診後約３か月時点で、郵送
で精密検査受診状況を調査すると
ともに、精密検査受診を勧奨す
る。 

岡崎市医師

会委託 

 

(ｳ) 令和２年度精密検査受診の有無 把握状況        （単位：％） 

 胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん 

精 検 受 診 率 77.8 82.6 69.7 61.6 89.6 

精検未受診率 －  －  －  －  －  

精検未把握率 22.2 17.4 30.3 38.4 10.4 

 

７ 岡崎市生活習慣病対策会議 

  ２月10日：新型コロナウイルス感染症の影響により書面会議へ変更 

 

 


